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１．基礎調査の修正

① p.9　第2節　6.地域別特性

意見        「沼南地域は分けた方がよい」

� 地域区分を現計画の３区分から，柏市第五次総合計画策定で検討されている４

区分に変更

� それに伴い，地域別特性の記載内容を変更

 
② p.14 第3節　1.低炭素社会の構築

　意見        「地球温暖化への適応策が今後基礎自治体に広がっていく」

� 温暖化への適応策を課題に追記　　



２．施策の設定

社会的動向

柏市の現状及び
今後の予測

�国際情勢
�法改正等への対応　など

�市内人口の予測
�土地利用の変遷
�現計画の評価　　　など

まちづくりの
将来動向

�今後の柏市のまちづくりとのかかわりあい　など

基礎調査

【施策体系の要素】

次期計画の施策体系の作成



4つの地域区分

北部ゾーン

東部ゾーン
中央ゾーン

南部ゾーン

※図は地域区分のイメージです



　【柏市の人口予測】
    　　　　 ◆平成37（2025）年をピークに本格的な減少局面

　　　　　　◆急速に少子“超”高齢化

　　　　　　◆地域間での世代構成の差がある

 404,012 411,277 417,050 419,060 417,583 412,261 405,238 398,784 393,975 

柏市第五次総合計画基本構想案（平成27年9月）より



【人口予測（～2100年）】

柏市第五次総合計画基本構想案（平成27年9月）より



柏市第五次総合計画基本構想案（平成27年9月）より



第1回柏市総合計画審議会資料（平成26年11月）より



【柏市の地目面積の変遷】

地　目
面積（ｍ２）

増減率（％）
平成21212121年度 平成26262626年度

田  14,287,607  13,981,250 ▲ 2.14

畑  16,590,273  15,895,828 ▲ 4.19

宅地  35,104,737  36,197,945 3.11 

池沼  653,103  643,614 ▲ 1.45

山林  8,399,936  7,917,870 ▲ 5.74

原野  866,540  821,651 ▲ 5.18

雑種地  10,849,306  10,711,597 ▲ 1.27

その他  28,148,498  28,730,245 2.07 

計  114,900,000  114,900,000 

固定資産概要調書（平成21年度，平成26年度）より



まちづくりの将来動向

�今後10年間（平成37年まで）は市域全体では

人口が増加するが，増加する地域は限定的で，

減少に転じる地域もある。

◆開発が進む地域では，低炭素まちづくりを推進

◆人口減少による人口密度の低下が低下する地域では，

一人当たりの居住面積を増やす機会と捉え，「人がゆ

とりある生活をおくる」という住環境の向上につなげる。



3．施策体系の考え方

I. 望ましい環境像は今後にも通じるものであるため，継承

II. 基本目標の分野設定は現計画と同じく，市環境基本条

例に定める「環境の範囲」に従い，「自然環境」「生活環

境」「快適環境」「地球環境」とする

III. 情報発信及び協働は，全基本目標に共通する手法・手

段であるため，施策体系から分離
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望ましい環境像 基本目標

１  自然環境

『多様な生物が生息できる環境を目指し，豊かで魅力
ある自然環境の保全に努めます。』

２  生活環境

『安全で健康に暮らせる生活環境を目指し，また環境
への負荷の少ない循環型社会の形成に努めます。』

３  快適環境

『景観や環境資源に親しみ，快適で魅力あふれる住
環境の形成に努めます。』

４  地球環境

『地球温暖化対策を進め，持続可能な社会の形成に
努めます。』



参考
国の環境政策

低炭素社会の構築

循環型社会の形成

自然環境との共生

生活環境の保全

柏市の環境政策

地　球　環　境

生　活　環　境

自　然　環　境

快　適　環　境
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4．基本目標の考え方
基本目標1  自然環境

多様な生物が生息できる環境を目指し，豊かで魅力ある自然環境
の保全に努めます

対象

�生物，生態系，水域，緑地等の地形等自然的要素

�主に，市街化調整区域

主な土地利用は農地であり，保
全が望まれる自然環境は，農
業との『共存』があって成り立つ
ものである。



【農業従事者及び農地の減少】
　◆第三次産業が伸展している一方で，一次・二次産業は減少傾向にある。

　◆宅地が増加する一方で，農地（田畑）や山林も減少傾向にある。

年 第一次 第二次 第三次 合計

昭和60 5，316 42，963 91，709 139，988

平成2 4，509 49，578 112，429 166，516

平成12 3，247 44，316 134，646 182，209

平成22 2，296 32，243 139，571 174，110

一次産業の農業については，
他産業への就業，農地集積の
進展等により，柏市の農業就
業人口はこの20年間で約5割
に減少した。

●就業者数（人）

地　目 平成21212121年度 増減率（％）平成26262626年度

田  14,287,607  13,981,250 ▲ 2.14

畑  16,590,273  15,895,828 ▲ 4.19

宅地  35,104,737  36,197,945 3.11 

山林  8,399,936  7,917,870 ▲ 5.74

●柏市の地目面積

固定資産概要調書（平成21年度，平成26年度）より

柏市統計



4. 基本目標の考え方
基本目標2  生活環境

安全で健康に暮らせる生活環境を目指し，また環境への負荷の
少ない循環型社会の形成に努めます

対象

�人の生活，活動に伴い環境に変化を与える要素

廃棄物の適正処理の推進，
公害対策そして新たに生じ
た様々な化学物質への対
応が求められる。

平成26年度環境白書



4．基本目標の考え方
基本目標3  快適環境

景観や環境資源に親しみ，快適で魅力あふれる住環境の形成に
努めます

対象

�人の心に”安らぎ”や”うるおい”を与える要素

�主に市街化区域

身近な都市農地

まちなかの緑

人口減と土地利用低下に
対する土地利用策を検討
し，住環境の向上の機会と
捉える。



4．基本目標の考え方
基本目標4  地球環境

地球温暖化対策を進め，持続可能な社会の形成に努めます

対象

�人の活動が地球規模の環境に影響を与える要素

柏市の温室効果ガス排出の部門別割合

二酸化炭素排出削減が全
世界で求められるとともに，
将来の避けられない気候変
化に適応していく必要があ
る。

産業

21.0%

家庭

26.6%
業務

25.0%

運輸

24.1%

廃棄物

3.1% 代替フ

ロン類

0.2%

平成24（2012）年度

柏市地球温暖化対策計画実績等報告書（H26）より



■1986～2005年平均に対する世界平均地上気温の
変化  （RCPは前提条件を変えた4つの想定）

環境省「STOP THE 温暖化 2015」より

将来の危険の可能性

①海面上昇，沿岸での高潮                           ②大都市部への洪水 
③極端な気象現象によるインフラ機能停止    ④熱波による死亡や疾病

⑤気温上昇や干ばつによる食料安全保障     ⑥水資源不足と農業生産減少

⑦海洋生態系の損失       ⑧陸域と内水の生態系がもたらすサービスの損失



柏市第二期地球温暖化対策計画より



地球環境分野の中心テーマ

�低炭素社会づくりの推進

�気候変動への適応

自然環境分野の中心テーマ

�農業との共存による自然環境保全

生活環境分野の中心テーマ

�ごみ減量化，3R
�化学物質等による環境悪化や健康被害の防止，抑制

快適環境分野の中心テーマ

�人口減少社会における住環境の向上 



代表的指標

優先順位の高い重点プロジェクトの実績

6．代表的指標の考え方

快適環境：緑の基本計画

生活環境：一般廃棄物処理基本計画，環境基準

地球環境：地球温暖化対策計画

自然環境：今年度に策定を予定している谷津の保全指針

個別計画と関連付け

重点プロジェクト

各環境分野で，とりわけ力を入れて取り組むべき

施策・事業  


